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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りも上昇しました。

カナダの⾦利は、イランに対してトランプ米
⼤統領がさらなる軍事⾏動は望まないとコメン
トしたため中東情勢の悪化懸念が後退し上昇し
ました。しかし、週後半は米⾦利の低下を背景
に上昇幅を縮小しました。カナダ・ドルは、投
資家のリスクセンチメントの改善から円安が進
⾏したため、対円で上昇しました。

経済指標では住宅関連指標や雇用統計が発表
になっています。住宅関連指標は軟調な結果と
なりましたが、雇用統計に関しては雇用者数の
増減、失業率ともに市場予想よりも強い結果と
なりました。

先週の回顧

今週、カナダでは特段重要な経済指標の発表
はありません。米国では、CPI（消費者物価指
数）、小売売上高の発表が予定されています。
CPIはすでに発表されており、市場予想を下回
る結果となりました。

USMCA（米国・メキシコ・カナダ協定）に関
して、今週にも米上院で実施法案の採決を⾏う
意向が示され、与野党ともに賛成していること
から米上院でも可決される公算が高まっていま
す。USMCAが発効されれば、カナダ経済を押し
上げることが予想されるため、米国議会の動向
に注目が集まります。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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